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reuteri JCM 1112 の全ゲノム解析からロイテ
リン合成酵素遺伝子（gupCDE 遺伝子）を推
定し、これらの遺伝子群のノックアウト株を








図 1. 13C3-グリセロールを基質としたロイテリン（3-HPA 水和物：抗菌物質）の 
二次元核磁気共鳴法による in vivo 検出 
哺乳動物の腸内に棲む乳酸菌 L. reuteri JCM 1112 とその L. reuteri gupCDE 遺
伝子破壊株を、それぞれ無菌マウスに経口投与し、各菌株の消化管への単独定着マ
ウスを作出した。それぞれの盲腸内容物を二次元核磁気共鳴法に供した結果、左図
では 3-ヒドロキシプロピオンアルデヒド水和物を in vivo 検出し、右図のノックア
ウト株は 3-ヒドロキシプロピオンアルデヒドを産生していない。 
（参考文献 1 より一部改変して転用） 
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共鳴法にて in vivo 検出を試みた。その結果、
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